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新春を迎え，会員の皆様には，ご健勝のこととお喜
び申し上げます。また被災された地域の皆様には，い
かがお過ごしでしょうか。まだまだ復興途上で，新た
な問題も山積していると伺っておりますが，頑張って
おられることとご拝察いたします。これからも引き続
き，お役に立てるように考えていきたいと思います。
さて，「社会保障と税の一体改革」が目指すこれか

らの医療・介護は，入院医療の機能分化・強化と連携，
そして，地域包括ケアの体制の整備による在宅医療・
介護の充実が大きな柱となっています。「社会保障制
度改革国民会議」における議論から，国民へ向けたメッ
セージとして，我が国の急速に進んだ高齢化により，
社会保障給付が増加し，そのために財政が逼迫し，こ
のままでは現在の社会保障制度の持続性が困難になっ
ており，どうしても改革が必要であるとの答申が出さ
れました。医療は，かつての救命，治癒，社会復帰を
前提とした「病院完結型」医療から，複数の疾病を持
つ高齢者が，病気と共存しながらＱＯＬの維持・向上
を目指す医療に変わらざるを得ない。すなわち，患者
の住み慣れた地域や自宅での生活のための医療，地域
全体で治し，支える「地域完結型」医療，そして，医
療と介護，さらには住まいや自立した生活の支援まで
もが，切れ目なくつながる医療に変わらざるを得ない
と結論づけています。私達は，社会に対し医療を提供
する立場として，国民が望む医療を提供するために，
どうしたらいいのか，あらためて考えなおす必要があ
ると思います。
さて，今年４月の診療報酬の改定が 0.1％増と決ま

りましたが，消費税分を考えれば，再びマイナス改定
となったわけです。中医協で診療報酬の改定を審議答
申し，政府が決定するわけですが，現時点では，日本

医師会に頑張ってもらう以外にはないのでしょうか。
今回の改定に当たっては，昨年の参議院選挙で当選し
た羽生田議員が大変役に立ったとの事でしたが，今後
を期待したいと思います。
昨年４月，同窓生が富山県医師会会長に就任しまし

た。気が付いてみれば，地域医療を担う同窓生が，そ
れぞれの地域の医師会で活躍し，中心的な役割を担っ
ていることも多いようです。同窓会埼玉支部の会合に
出席しましたが，埼玉県医師会では，同窓生の理事が
数人いるとの事でした。県内には多くの卒業生がおり，
地域の医療に貢献するため，結束して事にあたれば，
大きな力となることは疑いありません。他府県の郡市
医師会レベルでも，何人かの医師会会長，副会長がい
ます。今後，積極的に地域の医療政策に関わっていく
ためには，ますます同窓生の連携を密にしていく必要
があると思います。
同窓会は，親睦団体であり，会則にあるように，会

員相互の親睦と福利厚生，母校の発展に寄与すること
であり，積極的に自分たちの意見を主張していく団体
ではないと考えています。しかし，地域においては，
積極的に発言し，活動することも多くなるでしょう。
今後は，同窓生の動向と活躍を，会報だけでなく，連
絡会，講演会などの形で，紹介し意見交換をしていき
たいと考えています。
今年の 11 月には，私立医科大学同窓会連絡会全国

会を，主管することになりました。つきましては，会
員の皆様にはよろしくご協力の程，お願い申し上げま
す。
最後になりましたが，会員の皆様には，健康に留意

され，ますますのご発展を祈願しております。今後と
もご指導ご鞭撻の程，よろしくお願い申し上げます。
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開業記念品贈呈について

　埼玉医大卒業生の皆様の開業をお祝いして，同窓会
記念品（ブロンズ製古鏡文鎮）をお贈りいたしており
ます。すでに開業（新規に限らず，会員にとって新規
とみなされるものは全て対象となります。例えば，親
の病院・診療所等の事業の引き継ぎ他）をなさってお
られる方，また近日中に開業を予定されている方にも
ご連絡をいただければ，早々に発送の準備を致したく
存じます。
　記念品の加工処理の問題もありますので，下記要領
によりご申請いただくようにお願い申し上げます。
　なお，開業 1件のみが対象となりますが，贈呈当
該年度までの会費が完納されていることが条件となり
ますので，ご確認の程宜しくお願い申し上げます。

　上記の内容を記載の上，事務局宛ご連絡下さい。
葉書，FAX等何れでも結構です。




